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高温トーラスプラズマの閉じ込め研究にお

いては、水素プラズマよりも重水素プラズマの

方が閉じ込め特性がよくなるという「同位体効

果」と呼ばれる現象が観測されてきた。これは

磁力線を横切るイオンの拡散係数が新古典輸

送理論[1]に反して小さくなる現象が生じるこ

とを意味している。この現象はLHDやJET[2]、

JT-60[3]などで確認されてきたが、低アスペク

ト比のRFPでは実験的に調べられていない。そ

こで、本研究では、RELAXで重水素プラズマ実

験を行い、同位体効果の有無を調べることを目

的としている。この実験に対する準備として、

RELAXプラズマを準定常状態に維持する必要

がある。このために、RELAXプラズマのフィー

ドバック制御系の整備を進めている。現在は、

真空容器の絶縁性トロイダルカット部から外

部へと漏出する磁場をパワーエレクトロニク

スを用いたフィードバック装置にて制御する

システムの構築を進めている。図1はそのフィ

ードバック制御回路の回路図であり、積分器、

コンパレータ、フォトカプラを用いたゲートド

ライバーである。この制御回路の動作原理は一

般的なものであり、ピックアップされた漏出磁

場に対応する電圧をあらかじめ定めたスレッ

シュホールド値と比較することによって、フィ

ードバック動作を開始する。この回路から出さ

れるフィードバック信号は、IGBTモジュールか

ら作られているHブリッジ回路に入り、あらか

じめコンデンサに充電されている電荷の放出

を行うことで、漏出磁場を相殺する磁場を作る。

このフィードバック制御を行いながらRELAX

プラズマの重水素による生成の初期結果をポ

スターで発表する予定である。 

 
Figure.1 フィードバック装置回路図 
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